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☆２０１６年新春賀詞交歓会が盛大に開催されました（総務部） 
新春早々の１月１０日（日）、２０１６年小川自治会 

賀詞交歓会が、午前１１時から小川会館で開催され、 

自治会の本部・支部役員・元役員や熟壮会・子ども会 

など関係団体の責任者、自治会活動にスタッフとして 

参加されている方、民生委員や町田市から委嘱を受け 

ている各種委員、さらにはパトロール隊のリーダーや 

隊員、防災隊の責任者や隊員など、各方面から過去最 

高の約９０人が参加し、盛大で盛り上がりました。 

最後に[自治会員のみなさまの健康]と[小川自治会が 

今年も安全・安心の街]であることを全員で祈念して、 

約１時間半の懇親を終了しました。            
 

☆防犯情報（安全対策部） 

□マイナンバーをかたった詐欺の電話が増えます。（朝日新聞１月１３日記事参照） 

・マイナンバーの情報が漏れていて危険です。削除費用で５０万円支払って下さい。 

・制度が始まると預金額が全部わかる。隠し財産で金を買いませんか。 

・通知番号が誤っているかもしれないので確認のため番号を教えて下さい。 

・登録に手間と時間がかかるので代行します。手数料１万２千円払って下さい。 など 

市役所・警察・郵便局・消費生活センター・ＮＴＴの関連会社など様々な名前をかたります。

【なにを言われてもマイナンバーは絶対他人に教えない】 

□１月の町田市内犯罪発生状況（町田市役所配信情報より） 

 ・小川自治会外ですが小川１丁目で侵入窃盗の被害が発生。 

・１月は全体的に犯罪の発生が少ない月でしたが、侵入窃盗、車上狙いが南地区に集中。 

（昨年同月） 町田市 南地区 南地区の発生個所 

侵入窃盗 １１（２６）  ６（１０） 鶴間ｘ２、つくし野、南成瀬、成瀬が丘、小川１ 

車上狙い １０（ ５）  ６（ １） 鶴間ｘ４、成瀬ｘ２ 

・１月２７日、２丁目パトロール隊、青パト隊、町田署の合同パトロール実施：２３名参加 

・町田市全体で特殊詐欺の被害の届け出が２件。 
 

☆２０１６年度自治会役員の立候補・推薦を２月末まで受け付けます（総務部） 
◇対象：自治会長、副会長若干名（４～５名）、会計（２名）、専門部長（５部門） 

◇任期：２０１６年４月～２０１８年４月    １期２年、再任（１期）も可 

立候補を希望される方 推薦をされる方は選考委員会委員長（自治会長）長谷川まで連絡を 
 

☆会員情報（総務部）（２月１日現在会員数＝１，２０５） 

▼退会 大須賀 力 様 第 ２支部 １班 １月 

◇会員名簿の訂正：平成２７年度版名簿の下記２名の方の氏名が誤って掲載されています。 

 お詫びして訂正します。 

 第２支部４班 （誤）古家 道明 様 → （正）古家 直明 様 

 第２支部４班 （誤）福井 健太 様 → （正）福本 健太 様 

 

回覧 

            

 

 

            

定期総会４月１０日 

 

  

（芋の子を洗う様な会場風景） 
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☆防災情報  知っておきましょう（９）～非常時の避難施設―小川小学校～ 

皆さんは首都直下地震などの大地震勃発時の避難場所が小川小学校 

となっていることはご承知のことと思います。（かえで支隊の方の避難 

場所は小川高校です）今号では小川小学校に絞って記します。 

地震で家が倒壊したり、火災が発生して家が焼失したような場合は 

避難場所（正式には避難施設）に避難せざるを得ません。その場合、 

どのように避難施設（小川小学校）に避難したらよいかを確認しておきたいと思います。 

 ①地震発生直後：家にとどまるのが危険だと判断したら、基本的に所属する支隊の公園（一時 

集合場所―いっとき集合場所）に避難をする。そこでしばらく様子を見て、家が無事な場合 

はできるだけ自宅に戻るようにします。家が倒壊したり、焼失した方、余震などが不安でど 

うしても小学校に避難したいと希望する方は氏名・人数等を確認のうえ、支隊のリーダーの 

先導でそろって小川小学校へ避難します。（いきなり直接行っても準備が出来ていません） 

②小川小学校では：小学校に到着後はすぐに体育館などに入るのではなく、校庭で自治会ごと 

に集合し、人数確認等を行います。小川小学校避難施設運営本部委員長（後述）の指揮の 

下、体育館・教室等の安全確認と清掃が終了後入館（入室）することになります。そして、 

自治会ごとに予め決められた居住スペースに落ち着きます。（原則として畳１枚分が１人当 

たりの居住スペースとなります）その後避難者名簿を世帯単位で記入し提出します。 

③小川小学校避難施設開設運営委員会：避難施設としての小川小学校の収容可能人数は、最大 

約１、０００～１、２００人（町田市公表）です。災害発生時、一度に１、０００人を超え 

る避難者が殺到したら大混乱となるのは目に見えています。避難者が混乱なく自分の居住ス 

ペースに落ち着くことができるよう手配りをする、そしてその後の長い避難生活をできるだ 

け円滑に送ることができるよう企画・実行していくのが小川小学校避難施設運営委員会です。

その中心が運営本部です。運営本部は、当初、委員長（１名）―小川自治会自主防災隊代表、

副委員長（５名）―小川小学校校長、各自治会自主防災隊代表（３）、町田市の指定職員（１）

の計６名で構成されます。平常時には、市の防災安全課や各自治会自主防災隊と連携して避

難施設開設訓練、体育館などの居住スペースの各自治会への割り当てなどの訓練を企画・実

施することにより、非常時に備えることになります。 

④委員は当初、市の指定職員（３）、小川小教職員（４）、各自治会自主防災隊代表（９）避難 

者代表（３）の計１９名とすることにしています。 

⑤運営委員会：非常時には運営本部６名と委員１９名、計２５名で運営委員会を組織します。 

⑥避難生活：当初、避難施設運営委員会は学校関係者、地域自治会関係者、市の指定職員で構 

成されますが、避難生活が少し落ち着いたところで運営委員会のメンバーにはできるだけ避 

難者の方に加わっていただくこととなります。それは避難生活に関係する様々な事柄を、避 

難者の方が協力し合い、役割を分担しながら解決していくことが望ましいからです。 

ストレスのかかる避難生活をどのようにして乗り切るかは重要な問題です。それは、避難者 

の方々がお互いに助け合いの気持ちを持ち、避難所での生活マナーを守れるかどうかにかか 

っています。避難施設運営委員会の大切な役割の一つは、共同生活をする上でのリーダーシ 

ップを発揮することです。 

⑦一方多くの方が共同生活を送るためには守るべき生活マナーのルール化が必要です。 

小川自治会自主防災隊では、現在、小川小学校、町田市防災安全課、小川小学校を避難所と 

して使用計画の九つの自治会と連携して、小川小学校避難施設開設運営マニュアルの今年度 

中の完成を目指して鋭意取り組み中です。完成の暁には皆様方にお知らせします。 

（文責：自主防災隊事務局 窪田） 

 


